
2月24日(土)、東京文京区民センターで「9条

ネット」第1回世話人総会と、引き続き発足総会

が開催され、第1次比例代表候補の発表と今後の

とりくみについて確認しました。参加は全国各

地から340人です。

第1回世話人総会

発足総会に先立ち、世話人総会が午後1時15分

から2時まで開催されました。

出席者は、共同代表の糸井玲子、伊佐千尋、

伊藤誠、北野弘久、土屋公献、藤田恵、前田知

克、矢山有作。世話人の各界と以下の都道府県

からの世話人、計52人。

北海道 山形 岩手 宮城 福島 茨城 栃

木 群馬 千葉 埼玉 神奈川 山梨 新潟

静岡 京都 大阪 兵庫 岡山 鳥取 広島

徳島 高知 愛媛 福岡 熊本の25都道府県

はじめに共同代表である元日本弁護士連合会

会長・土屋公献さんからあいさつを受けました。

続けて共同代表の前田知克弁護士から経過報

告と「会則案」(賛同人募集リーフレットを参照

ください）、「基本政策案およびキャッチフレー

ズ」（別紙A)、｢9条ネット当面のとりくみ｣(別

紙B)、全国比例の第1次公認候補者を提案(経歴

は別紙)し、確認しました。

鈴田 渉（九条の会･北九州憲法ネット

代表世話人）

藤田 恵（みどりのテーブル徳島代表

元徳島県木頭村村長)

栗原君子（元参議院議員）

｢9条ネット｣発足総会

第１部は、共同代表・日本大学名誉教授･北野

弘久さんの力強い開会あいさつで始まりました。

前田知克･共同代表から第１回世話人総会決定

事項の報告と第１次公認候補者が発表され、鈴

田渉、藤田恵、栗原君子の3候補が演壇に登り激

励の拍手につつまれました。前田弁護士も「今

日を迎えて感無量。弁護士業務を止めて全国を

走り回る｣と高揚した口調で参加者にも決意を求

めました。

提案を受けて各地からの報告と意見が続きま

す。

共同代表の伊佐千尋さん、世話人の斉藤千代

さん（「あごら」）、障害者情報ネットワーク

の太田耕造さん、各地からは北海道、山形、熊

本、徳島、兵庫、広島、千葉、大阪、東京、愛

媛などから発言が続きました。これから作成さ

れるマニュフェストの内容についても注文が出

ました。

選挙区では、東京選挙区の川田龍平さんの必

勝を期す決意をはじめ、千葉、兵庫、大阪、広

島からは、平和の選挙区共同候補擁立に向けて

の努力も報告されました。比例での｢9条ネット｣

の運動と、選挙区の平和共同候補の運動が連携

し大きなうねりをつくりだす展望が切り開けつ

つあります。

第２部は、３時15分から開始。

候補者の型どおりの決意表明ではおもしろく

ないので、各界のみなさんからの候補者への注
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共同代表
糸井玲子（平和を実現するキリスト者ネット)
伊佐千尋（作家）
伊藤 誠（経済学者)
北野弘久（日本大学名誉教授･税法学者）
國弘正雄（エジンバラ大学客員教授）
斉藤貴男（ジャーナリスト）
沢野義一（大阪経済法科大学教授）
鈴木伶子（平和を実現するキリスト者ネット事務局代表)
土屋公献（元日本弁護士連合会会長)
藤田 恵（元徳島県木頭村村長)
前田知克（弁護士)
矢山有作（元衆議院議員） （２月24日現在）

２・２４｢9条ネット｣(略称9条)
元気に出発！



文も交えた、｢私と憲法と勝利の展望｣とテーマ

のディスカッションです。

各界からは女性を代表し9条ネット世話人の女

性史家・鈴木裕子さん、9条ネット共同代表では

キリスト者を代表して糸井玲子さん、同じく共

同代表の経済学者の伊藤誠さんが参加。

進行役は、候補者では今のところ最年少候補

者である、1969年生まれの鈴田渉さん。最初に

候補者からそれぞれ、政治にかかわった生い立

ちや、思いを語ってもらいました。続いて鈴木

さん、糸井さん、伊藤さんから、それぞれの分

野にたって意見を開陳。最後にまた候補者が一

言ずつ抱負を述べて時間が足りなくなり残念な

がら終了。

いよいよ終わりも近づき、岡山からかけつけ

た共同代表の元衆議院議員･矢山有作さんから、

閉会あいさつ。途中で前田弁護士が飛び入りで、

マイクを握り労働歌｢ガンバロー｣を熱唱。参加

者全員で最後に｢オー｣と気勢を挙げて元気に閉

会しました。

なお、4時30～から記者会見が会場でおこなわ

れ、NHK、フジテレビ、テレビ朝日、時事通信、

共同通信、讀賣新聞、朝日新聞が参加しました。

以 上
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藤田 恵(ふじた めぐみ 元徳島県木頭村村長
みどりのテーブル徳島代表）

住所 徳島県海部郡美波町(旧日和佐町)

1939年徳島県木頭村（現那賀町）生まれ。

中大法卒。NTT職員、毎日新聞特約記者を歴任

1993年4月、細川内ダム計画反対などを公約に
徳島県木頭村長に初当選。

94年「ダム阻止条例」「村環境条例」を制定。
96年ダムに頼らない村づくり計画の一環として

第３セクター「株式会社きとうむら」を設立。

2000年、国が計画する細川内ダムの、国の巨大
ダムとしては日本の行政史上で初めて中止を勝

ち取る。

2001年に村長退任後は、ダム問題、人権問題の
市民運動に活躍。

2004年の参院選で比例区に立候補した「みどり
の会議」は約93万票を獲得。2003年から「㈱き

とうむら」相談役。

2005年から水源連顧問。
現在 ｢みどりのテーブル徳島」代表

主な著書は、

「アメリカはなぜダム開発をやめたのか」

（共著、築地書館）
『分権型社会を創る 市民の世紀へ』

（共著、ぎょうせい）

ゆずの里の村長奮戦記（悠飛社）
「脱ダムから緑の国へ」（緑風出版）

など。
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栗原君子（くりはら きみこ 元参議院議員）

住所 広島県安芸郡熊野町

■略歴

1946年１月13日 広島県生まれ
同県 安田女子高等学校卒業

同県 熊野町町議会議員５期歴任
1992年 参議院議員当選

1996年 旧社会党の「小選挙区制」「安保・自

衛隊」容認の基本路線転換に反対し５名の国会
議員の一人として新社会党結成に尽力。

2005年 新社会党本部委員長就任。現在に至る

■現在の役職

新社会党本部委員長
「平和・人権・教育・環境のための活動家フォー

ラム」 代表委員

「憲法の改悪を許さない広島県民会議」 幹事
「日本婦人有権者同盟」 会員

「キリスト者政治連盟」 連盟員
「野宿労働者の人権を守る広島夜回りの会」

会員

「重慶大爆撃の被害者と連帯する会・広島」
代表

「第九条の会 ヒロシマ」 世話人
「８・６ヒロシマ大行動」 呼びかけ人

「教育基本法改悪反対！ヒロシマ実行委員会」

呼びかけ人
「平和大好き・輝く女性たちの会」 共同代表

■政治信条
◎憲法九条、世界に届け！

◎徹底して弱者の側に立ちます。

■抱負

◎誰もが平和な社会で人間らしい生活が保障さ
れる社会を目指し頑張りたく思います。

■趣味

◎趣味らしきものはありませんが、あえて言う

なら映画鑑賞。




